
9日（月）から1学期の授業が始まるとともに、

給食も始まりました。1年生は、入学して初めての

給食です。学校に入ると給食の配膳から自分たちで

やらなければならないので、この日は他の学年より

も早めに準備にとりかかりました。献立は、ポーク

カレー、海藻サラダ、チーズ、牛乳でしたが、1年

生の皆さんはしっかり食べることができたでしょう

か。幼稚園や保育所よりも食べる時間が短い上に、

準備や後片付けの仕事もあるので結構大変です。でも、学校のカレーは、子どもたちに

は大人気の献立の一つです。できるだけ好き嫌いなく、栄養のバランスがとれたおいし

い給食をもりもり食べて、元気いっぱい体を動かして丈夫な体をつくり、毎日元気に登

校してほしいと思います。

6日（金）から15日（日）までは「春の全国交

通安全週間」でしたが、本校では、10日（火）に

南相馬警察署鹿島駐在所や交通教育専門員の方に

お越しいただき、交通教室を開きました。まず最

初に、6年生の代表児童に「家庭の交通安全推進員

委嘱状」が交付されました。今回は、横断歩道の

渡り方や道路の歩き方、正しく安全な自転車の乗

り方などを学習しました。実際に道路に出て、自

分たちの通学路の安全を確認しました。特に大切なことは、「止まる」「見る」「確かめ

る」の3点だということも分かりました。子どもの交通事故の原因の第1位は「飛び出

し」です。左右をよく見て安全を確認して道路を渡るように心掛け、交通事故に遭わな

いようにみんなで気を付けていきましょう。そして、鹿島小からは「交通事故ゼロ」を

目指しましょう。 «裏面もご覧ください»
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南相馬市教育委員会からの連絡で、10日（火）の夕方、原町区

下太田地内でイノシシの目撃情報があったとのことです。被害に遭

わないようにするために、次のことに注意するようにとの情報提供

がありました。

① 慌てずに行動しましょう。

イノシシに出会ったらゆっくりと後退し、静かにその場を離れましょう。急に走り

出したり後ろを向いたりすると、イノシシが興奮して襲ってくることがあります。

② 刺激を与えず興奮させないようにしましょう。

追い回したり、棒を振り上げたり、石を投げたりして、イノシシを刺激することは

大変危険です。たてがみを逆立てて威嚇音を発している場合は、特に注意が必要です。

③ 不用意に近づかないようにしましょう。

イノシシの子（うり坊）を見かけても、かわいいからと不用意に近づいたり追いか

けたりしないようにしましょう。近くに母親のイノシシがいる可能性があり危険です。

餌を与えることも、人への警戒心を低下させることになるのでやめましょう。薄暗い

時に出歩く場合は、鈴などの音や懐中電灯の光などで人間の存在を知らせ、イノシシ

を近づけない工夫をしましょう。


